
氏名 尾上　正人

学部担当科目

・社会学基礎
・社会調査概論
・産業社会学
・産業と技術の発展
・社会体験実習
・演習

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員、学部内教務委員、公開講座委員、総合研究所運営委員、紀要編集委員、柔道部
顧問、映画制作サークルFAN顧問

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、関西社会学会、経済社会学会、「宗教と社会」学会

進化生物学、ヒューマン・ユニヴァーサルズの観点からの社会学理論の捉え直し

奈良大学ブランドおかし「大和うまいも」「いもなっぱー」「鹿れっと」の開発・販促活動

東京大学大学院人文社会系研究科第一種博士課程修了

博士（社会学）

産業社会学、理論社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・経営学基礎
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①オルソン理論とダンバー数

②

②

③

社会学・人類学における従来の子ども期
の意味付けは過大であり、単に体を大き
くして長生きする意味しかないことを
チャーノフ説から説き起こし、アリエス説
の再解釈を行なった。

平成28年3月

オルソンが半世紀前に集合行動論にお
いて提示した集団規模やフリーライダー
の問題が、進化心理学者ロビン・ダン
バーの提唱するダンバー数において再
燃していることを指摘した。（129-142頁）
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